
2019 年度第 1 回 静岡県作業療法士会理事会 議事録 

１．開催日時 平成 31 年 4 月 21 日 午後 2 時 05 分〜 4 時 50 分 

 

２．開催場所 公益社団法人 静岡県作業療法士会事務局（静岡市葵区昭和町 9-5 第二大石ビル 8F） 

 

３．出席者 

   理事総数 15 名 

   出席理事 15 名 

   代表理事 秋山 恭延（議長） 

   理  事 三井 忍  梶原 幸信  岩井 幸治  岡庭 隆門  大庭 俊裕 

  大石 裕也 勝又 和也  稲葉 洋介  岡本 博行  伊井 玄 

   齊藤 洋平 村岡 健史  建木 健   林 正春 

   監  事 遠藤 浩之 

 

４．決議事項 

  第１号議案 総会、役員選挙の件 

  第２号議案 平成 30 年度決算について 

  第３号議案 臨床実習指導者講習会の件 

  第４号議案 外部団体からの委員、会議、式典出席の依頼について 

  第５号議案 その他（各部局からの決議事項） 

 

５．報告事項 

  報告第１号 学会進捗（第 19 回東海北陸作業療法学会、第 33 回県士会学会） 

  報告第２号 各部報告（職務執行状況の報告） 

  報告第３号 その他 

 

６．開会 

   事務局が定数を満たしていることを報告し、議長は本会が成立していることを宣言した。 

 

７．議事の経過要領及びその結果（決議事項） 

  第１号議案 総会、役員選挙の件 

    ・使用会場は大ホール、控室を借りることとする 

    ・会報誌と同封し経費は広報部とする 

    ・託児室の使用について大ホールスペースを視察にて検討 

  第２号議案 平成 30 年度決算について 

    決算書案（貸借対照表、正味財産増減計算書、財務諸表に対する注記、財産目録）について事

務局長より説明 ⇒ 承認 

  第３号議案 臨床実習指導者講習会の件 

    ・厚労省より講習会修了した作業療法士のみ実習指導が可能と指導があった。 

・PT・OT 双方の講習会に参加可能。非会員の参加も可能。PT と OT で若干の内容は異なる

ものの参加を受け入れる形で進める。 

    ・運営（講習会中の GW の世話人など）や費用（会場費、講師料など）は各士会の持ち出し。 

    ・受講証明書を厚労省から発行（発行の 2 ヶ月前に参加者リストを厚労省へ送付） 

    ⇒ PT・OT の養成校及び士会の代表者（当士会からは村岡理事）が話し合いの場を作る 

      今年度 1 回は講習会を開催する 

  第４号議案 外部団体からの委員、会議、式典出席の依頼について 

    ・浜松市若者支援スーパーバイザー推薦 ⇒ 建木理事 

    ・日本禁煙科学会「禁煙アドバイザー育成講習会」後援名義依頼 ⇒ 承認 

    ・進路のミカタ LIVE2019（沼津）社会人アドバイザー推薦 ⇒ 岡本理事 

    ・介護予防・日常生活支援総合事業 短期集中型訪問への推薦 

⇒ 指導富士リハビリテーション専門学校教員3名  

 

 

 



 第５号議案 その他（各部局からの決議事項） 

    １）財務部 

・2019 年度会計マニュアル作成し配布。 ⇒ 承認 

     ・小口現金出納帳、勘定項目の振り分け変更など変更点は会計部会にて会計担当者へ伝達。 

      会計担当者変更時には財務部へ報告をすること。 

     ・予算計画の効率化や執行状況を詳細に把握していく。 

     ・講師料が 5 万円を超える場合は、マイナンバー取得について事務局と講師が直接連絡。 

      ⇒ マイナンバーの取り扱い責任者等マニュアルについて事務局にて作成 

    ２）広報部 

     ・会員向け HP の移行について、総会後の契約とするか ⇒ 総会を待たずに進めること 

     ・部員 2 名増員 ⇒ 承認 

    ３）東海北陸学会 

     ・行政関係者への祝辞依頼について ⇒ 可能であれば依頼するが各学会の裁量。 

     ・懇親会会費：一部を県士会から補助できるか。福利部予算であれば可能。 

            ⇒ 参加受付方法など公平性があれば良い。要検討。 

     ・学会参加費について事前振込として調整中。懇親会費を一部補助するようであれば一括 

振込していく。 ⇒ 承認 

    ４）第 33 回県士会学会 

・公開講座講師の池谷裕二氏の講師料について例年の講師料より割高だが良いか。 

⇒ 割高な講師料でも依頼したいのか学会側で今後検討。 

８．報告事項 

  報告第１号 学会進捗（第 19 回東海北陸作業療法学会、第 33 回県士会学会） 

  報告第２号 各部報告（職務執行状況の報告） 

  報告第３号 その他 

・予算案の期首残高と決算書の期末残高の相違について 

今回 200 万円のずれがあった。原因は、収入が 200 万円ずれていた。⇒ 収入に対する補正

予算を提出してくれると収支が合ってくる。 

    ・資産取得資金について通常の会計報告で良い。理事会決議後総会にて報告すれば良い。 

９．第 2 回理事会：6 月 22 日 

 

平成 31 年度理事会開催予定日および開催日 

 開催日・候補日 備 考 主な行事 

第 1 回 4 月 21 日（日） 新人ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時  

第 2 回 6 月 22 日 拡大理事会（新旧役員） 6／15 総会 

第 3 回 8 月 10 日、17 日、24 日、31 日 納涼会  

第 4 回 10 月 5 日、12 日、19 日、26 日   

第 5 回 12 月 7 日、14 日、21 日 拡大理事会、忘年会  

第 6 回 2 月 8 日、15 日、22 日、29 日  1～2 日（47 委員会） 

臨時理事会 3 月 20 日、21 日、22 日 年度末の会計〆  

 

１０．議長は以上をもって議事は終了した旨を述べ、午後 4 時 50 分、閉会を宣言した。 

  以上の決議を証するために、この議事録を作成し、議事録署名人が署名・押印をする。 

 

                             議事録作成者 武内 元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


